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貸出金以外
の運用

貸出金

出資金

預金積金

呉信用金庫

会員数：
64,052人

有価証券：2,307億円
    預け金：1,712億円

3,870億円

常勤役職員数：643人
   店舗数：42店舗

29億円

7,048億円

お客さまの着実な資産づくり
のお手伝いをさせていただ
くため、新商品の開発やサー
ビスの一層の充実に努めて
おります。

お客さまからお預りした資金
の一部は、公社債を中心とし
た有価証券などで、安全性を
重視した運用を行っています。お客さまからお預りした大切

な資金は、地域の中小企業や
個人の方へ融資し幅広くご利
用いただいています。

　当金庫は、広島県全域を営業地域として、地域のお客さまからお預りした大切な資金を、地域で資金を必要とさ
れるお客さまに融資することを通じて地域社会の繁栄に努めています。引き続き、地域の一員として、皆さまと強い
つながりを持ち、相互信頼・支援の関係をつくり上げ、皆さまのお役に立ちたいと考えています。

（注）計数は平成29年9月末現在のものです。本 店

呉信用金庫と地域社会



平成 28年度

お客さまとの対話を深め、
きめ細かいサービスを提
供するための取組み

事業性評価や企業の健康診断ツールを活用し、対話を行っているお取引先数 678先

うち労働生産性の向上に資する対話を行っているお取引先数 237先

経営者保証に関するガイドライン（注1）を活用しているお取引先数 76 先

全与信先数に占める割合 2.3%

短期運転資金の融資残高（平成 28年度末） 292億円

運転資金の融資残高に占める割合 20.8%

事業のライフサイクルに
応じた取組み

創 業 支 援
創業計画策定を支援したお取引先数 19 先

創業期のお取引先への融資先数 19 先

事業再生支援
実抜計画（注2）を策定しているお取引先数 36 先

うち計画未達成となったお取引先数 6先

　当金庫では、「お客さまとの『対話』を深め、きめ細かいサービスによる営業
活動を展開する」ことを平成29年度の活動テーマとして取組んでいます。この
度、現在の取組状況を確認するため、事業を営むお客さまを対象としたアンケー
トを実施いたしました。多数の貴重なご意見・ご要望をいただき、誠にありがと
うございました。
　承ったご意見やご要望等を踏まえ、お客さまにより一層喜ばれ、選んでいただ
ける金融機関を目指して、サービスの向上に努めて参ります。
　調査の概要、主な調査結果は次の通りです。

■調査対象
　事業を営むお客さま　214先

■実施期間
　平成 29年 6月下旬～ 7月末

■回答数
　99先（回答率 46.3％）

１．当金庫担当者の訪問頻度について

３．経営相談に関する満足度

２．情報提供に関する満足度

４．融資の対応に関する満足度

　この度、「金融仲介機能のベンチマーク」として、平成28年度（平成29年 3月期）1年間の取組みを取り
まとめましたので、以下の通り公表いたします。

（注 1）経営者の個人保証について、法人と個人が明確に分離されている場合などに経営者の個人保証を求めないこと等を定めたガイドラインです。
（注 2） 金融検査マニュアル別冊に記載されている実現可能性の高い抜本的な経営再建計画の略称です。

お客さまアンケートの結果について

金融仲介機能発揮に向けた取組み（ベンチマーク）

お客さまアンケートの結果について

金融仲介機能発揮に向けた取組み（ベンチマーク）
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有価証券・預け金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

安全性を重視して運用しています

損益の状況

自己資本の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません

国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

3,931
4,019億円

3,916

有価証券残高 預け金残高

平成29年度上期の業績
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貸出金残高 貸出金業種別残高構成比

　平成29年9月末
時価　　　 評価差額

有価証券・預け金残高 有価証券の時価情報

その他有価証券で時価のあるもの

　　区　　分

その他有価証券
　　　株式
　　　債券
　　　　　国債
　　　　　地方債
　　　　　社債
　　　　　外国証券
　　　その他

228,829
2,123

196,904
5,149
85,399
97,192
9,161
29,801

4,539
474

4,422
285

2,449
1,957
▲ 271
▲ 357

　平成29年9月末
帳簿価格　　含み損益

満期保有目的の債券で時価のあるもの

　　区　　分

満期保有目的債券 1,149 47
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自己資本の構成

保全額及び保全率

　　　　 区　　分
金融再生法上の不良債権
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　危険債権
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　　合計（総与信）

平成29年9月末
経過措置による不算入額　　  

区　　分

コア資本に係る基礎項目

　　うち普通出資

　　うち利益剰余金

　　うち一般貸倒引当金

コア資本に係る調整項目

自己資本の額

リスク・アセット等

自己資本比率
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　　　　 区　　分  
不良債権額（Ａ）  
保全額（Ｂ）  
保全率（Ｂ）÷（Ａ）  
総与信（Ｃ）  
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預金の80％以上を個人のお客さまから
お預りしています。

個人の方をはじめ、様々な業種のお客さま
に幅広くご利用いただいています。

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。
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〒737-8686　呉市本通2丁目2 -15　電話（0823）24 -1181

平成29年11月発行　〔本紙は再生紙を使用しています〕

インフォメーション

地域行事・イベント

金融仲介機能発揮に向けた取組み

金融教育・社会的貢献活動

地域貢献への取組み

地域経済活性化への取組み

第22回「くれしんママさんバレーボール大会」開催 第23回「くれしんＵ－12サッカー大会」開催第60回呉みなと祭りパレード参加

中学生職場体験キャリアスタートウィーク 交通安全街頭活動「くれしんキッズセミナー」開催

第14期「くれしん経営アカデミー」開講 くれしんＮＥＷリーダーズクラブ第13期定時総会呉創業支援ネットワーク円卓会議

キャンペーン期間　2017年11月9日（木）～12月15日（金）

（朱色）
※Ｃ賞品につきましては、タイプ・カラーサイズが選べますので、所定の応募用紙にご記入ください。
※Ｄ賞品につきましては、タイプ・サイズが選べますので、所定の応募用紙にご記入ください。
※賞品の在庫状況により、賞品の発送が遅れることがございます。


